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ＣＥ・ＤＸ戦略の促進要因の比較

　 欧州 日本

〝変革〟に

向いている

マネジメン

ト体制

ＹＥＳ

ビジョン・ゴール設定型

静脈産業も充実

ＮＯ

オペレーション管理型

静脈産業は未成熟

ＣＥシステ

ム・マイン

ドが既に構

築されてい

る

ＹＥＳ

ゴミを資源とする考え方

が既に根付いており、循

環を前提にした仕組みに

必要なステークホルダー

が動きやすい

ＮＯ

ゴミは燃やすもの。そ

の仕組みを循環前提に

変えるよりも、技術で

廃棄物を〝処理〟する

発想が強い

国の後押し

欧州企業の循環システム

の先行的な導入を促進し、

欧州のＣＥマーケットを

創出

日本政府の後押しはＣ

Ｅへの取り組み増が多

く、マーケットを作る

発想ではない

　

近

年

、

欧

州

で

積

極

的

に

取

り

組

み

が

展

開

さ

れ

て

い

る

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

（

Ｃ

Ｅ

）

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

企

業

に

と

っ

て

「

環

境

対

策

」

よ

り

も

、

デ

ジ

タ

ル

技

術

を

活

用

し

た

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

展

開

の

た

め

の

戦

略

と

い

う

意

味

合

い

が

大

き

い

。

欧

州

企

業

の

Ｃ

Ｅ

を

活

用

し

た

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

に

関

す

る

動

向

と

、

日

本

企

業

に

必

要

な

ア

ク

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

述

べ

る

。

■

Ｃ

Ｅ

は

Ｄ

Ｘ

戦

略

に

活

用

さ

れ

て

い

る

　

欧

州

グ

ロ

ー

バ

ル

企

業

は

Ｃ

Ｅ

と

デ

ジ

タ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

（

Ｄ

Ｘ

）

を

融

合

さ

せ

て

戦

略

を

展

開

し

て

い

る

。

Ｄ

Ｘ

と

は

、

Ａ

Ｉ

等

の

先

端

デ

ジ

タ

ル

技

術

を

活

用

し

て

、

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

と

の

新

た

な

関

係

性

を

構

築

し

、

顧

客

中

心

の

価

値

を

創

造

す

る

こ

と

で

競

争

優

位

性

を

確

立

す

る

ビ

ジ

ネ

ス

戦

略

で

あ

る

。

そ

の

た

め

に

従

来

の

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

等

を

破

壊

し

、

ビ

ジ

ネ

ス

に

変

革

を

も

た

ら

す

。

欧

州

グ

ロ

ー

バ

ル

企

業

で

は

Ｃ

Ｅ

を

活

用

し

て

関

係

企

業

や

顧

客

と

の

新

た

な

関

係

性

を

構

築

す

る

デ

ジ

タ

ル

バ

リ

ュ

ー

チ

ェ

ー

ン

を

創

出

す

る

動

き

が

盛

ん

で

あ

る

。

　

例

え

ば

Ｂ

Ｍ

Ｗ

グ

ル

ー

プ

は

、

Ｅ

Ｖ

バ

ッ

テ

リ

ー

製

造

に

つ

い

て

材

料

メ

ー

カ

ー

や

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

に

参

加

を

呼

び

か

け

、

Ｃ

Ｅ

に

基

づ

い

た

持

続

可

能

な

デ

ジ

タ

ル

バ

リ

ュ

ー

チ

ェ

ー

ン

を

構

築

し

、

製

造

段

階

の

み

な

ら

ず

製

品

販

売

後

の

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

全

体

を

考

慮

し

た

Ｄ

Ｘ

も

推

進

し

て

い

る

。

具

体

的

に

は

廃

棄

物

削

減

、

製

品

の

長

寿

命

化

や

リ

ユ

ー

ス

を

促

進

す

る

た

め

に

製

品

デ

ー

タ

を

デ

ジ

タ

ル

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

上

に

蓄

積

し

、

Ａ

Ｉ

技

術

や

デ

ー

タ

活

用

に

よ

り

、

製

品

製

造

業

の

み

な

ら

ず

静

脈

産

業

の

競

争

優

位

性

を

確

立

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

■

Ｄ

Ｘ

と

Ｃ

Ｅ

を

活

用

し

た

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

国

際

標

準

化

戦

略

　

２

０

２

２

年

９

月

、

Ｂ

Ｍ

Ｗ

グ

ル

ー

プ

は

、

中

国

の

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｌ

と

２

０

２

５

年

か

ら

発

売

す

る

Ｅ

Ｖ

の

新

シ

リ

ー

ズ

に

搭

載

す

る

円

筒

型

バ

ッ

テ

リ

ー

セ

ル

の

供

給

で

複

数

年

契

約

を

結

ん

だ

と

発

表

し

た

。

こ

の

契

約

で

両

社

は

循

環

型

バ

ッ

テ

リ

ー

バ

リ

ュ

ー

チ

ェ

ー

ン

の

構

築

を

明

ら

か

に

し

て

お

り

、

国

際

標

準

化

を

狙

っ

て

い

る

と

見

る

こ

と

が

出

来

る

。

　

欧

州

企

業

が

、

自

社

の

デ

ジ

タ

ル

バ

リ

ュ

ー

チ

ェ

ー

ン

を

国

際

標

準

に

す

る

目

的

は

、

同

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

広

く

普

及

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

ユ

ー

ザ

ー

の

デ

ー

タ

を

蓄

積

し

Ａ

Ｉ

等

の

先

端

デ

ジ

タ

ル

技

術

を

活

用

し

て

ノ

ウ

ハ

ウ

を

蓄

積

し

製

造

業

に

お

け

る

主

導

権

を

握

る

こ

と

に

あ

る

。

こ

の

取

り

組

み

は

、

欧

州

企

業

が

Ｄ

Ｘ

に

基

づ

く

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

戦

略

を

進

め

て

い

く

上

で

、

米

国

や

中

国

企

業

と

の

重

要

な

差

別

化

要

因

と

な

っ

て

い

く

で

あ

ろ

う

。

■

日

本

企

業

が

Ｃ

Ｅ

を

展

開

す

る

に

あ

た

っ

て

　

日

本

が

Ｃ

Ｅ

や

Ｄ

Ｘ

戦

略

で

出

遅

れ

て

い

る

理

由

を

探

る

た

め

、

欧

州

の

特

徴

と

比

較

し

て

い

く

。

変

革

に

向

く

欧

州

企

業

と

変

革

に

不

向

き

な

日

本

企

業　

Ｃ

Ｅ

や

Ｄ

Ｘ

を

導

入

す

る

に

は

、

従

来

の

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

や

マ

イ

ン

ド

等

を

捨

て

て

新

た

な

考

え

を

基

に

し

た

変

革

が

必

要

で

あ

る

。

欧

州

企

業

で

は

、

Ｃ

Ｅ

を

導

入

す

る

こ

と

が

〝

目

的

〟

で

は

な

く

、

戦

略

的

な

ゴ

ー

ル

達

成

の

た

め

の

〝

手

段

〟

と

捉

え

ら

れ

る

た

め

、

ゴ

ー

ル

に

向

け

た

変

革

を

従

業

員

や

関

係

企

業

が

比

較

的

受

け

入

れ

や

す

い

。

　

日

本

企

業

で

は

、

戦

後

の

高

度

成

長

の

名

残

も

あ

り

、

新

た

な

事

業

の

目

的

が

、

先

進

的

な

欧

米

企

業

の

手

法

を

勉

強

し

て

追

い

つ

く

こ

と

で

あ

り

、

独

自

に

新

た

な

戦

略

を

考

え

る

こ

と

よ

り

、

効

率

的

に

運

営

す

る

こ

と

に

注

力

し

て

き

た

。

Ｃ

Ｅ

に

つ

い

て

も

、

目

的

を

明

確

に

す

る

こ

と

な

く

欧

州

の

手

法

を

そ

の

ま

ま

導

入

す

る

傾

向

が

強

く

、

変

革

を

実

現

す

る

こ

と

は

非

常

に

難

し

い

と

言

え

る

。

環

境

問

題

に

関

す

る

意

識

や

仕

組

み

が

根

付

い

て

い

る

欧

州

　

欧

州

で

は

、

小

学

生

の

頃

か

ら

議

論

の

機

会

を

設

け

る

等

、

市

民

が

環

境

問

題

に

つ

い

て

身

近

に

考

え

る

機

会

が

多

い

の

に

対

し

、

日

本

の

環

境

教

育

は

歴

史

が

浅

く

、

市

民

の

関

心

も

比

較

的

薄

い

。

　

多

く

の

市

民

が

環

境

問

題

に

触

れ

て

い

る

上

、

既

に

静

脈

産

業

の

規

模

が

大

き

い

欧

州

で

は

、

Ｃ

Ｅ

関

連

の

ビ

ジ

ネ

ス

を

実

施

す

る

こ

と

へ

の

違

和

感

は

比

較

的

小

さ

い

。

一

方

、

市

民

の

多

く

が

環

境

問

題

に

触

れ

る

機

会

が

少

な

く

、

静

脈

産

業

も

未

成

熟

な

日

本

で

は

、

Ｃ

Ｅ

を

活

用

し

て

ビ

ジ

ネ

ス

を

実

施

す

る

こ

と

は

難

し

い

と

言

え

る

。

欧

州

政

府

の

Ｃ

Ｅ

支

援

で

Ｄ

Ｘ

マ

ー

ケ

ッ

ト

創

出

　

２

０

１

５

年

の

Ｃ

Ｅ

政

策

パ

ッ

ケ

ー

ジ

発

表

以

降

、

欧

州

委

員

会

や

欧

州

各

国

政

府

は

様

々

な

施

策

を

展

開

し

て

い

る

。

例

え

ば

、

欧

州

委

員

会

は

消

費

者

の

「

修

理

す

る

権

利

」

を

認

め

製

品

の

長

寿

命

化

を

提

唱

し

て

い

る

が

、

こ

れ

は

欧

州

市

場

に

お

い

て

機

器

の

保

守

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

に

関

す

る

Ｄ

Ｘ

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

普

及

を

促

す

効

果

が

あ

る

。

米

国

内

で

普

及

が

遅

れ

た

同

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

マ

ー

ケ

ッ

ト

が

欧

州

主

導

で

立

ち

上

が

る

こ

と

で

、

欧

州

企

業

は

、

ビ

ジ

ネ

ス

戦

略

上

で

有

利

に

展

開

で

き

る

可

能

性

が

高

ま

る

。

一

方

、

日

本

政

府

が

Ｃ

Ｅ

関

連

施

策

を

通

じ

て

、

国

内

企

業

の

競

争

優

位

性

を

獲

得

出

来

る

よ

う

に

支

援

を

し

た

ケ

ー

ス

は

見

当

た

ら

な

い

。

　

以

上

の

点

を

考

慮

す

る

と

、

欧

州

委

員

会

・

欧

州

企

業

は

、

自

分

た

ち

の

強

み

を

基

に

Ｃ

Ｅ

政

策

・

戦

略

を

展

開

し

て

い

る

一

方

で

、

日

本

政

府

・

企

業

は

「

変

革

し

に

く

い

」

等

の

弱

み

を

克

服

す

る

こ

と

な

く

、

Ｃ

Ｅ

を

勉

強

し

て

取

り

組

も

う

と

し

て

い

る

と

言

え

る

。

日

本

の

強

み

を

活

か

し

た

独

自

の

コ

ン

セ

プ

ト

の

創

出

が

待

た

れ

る

。


